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認定に当たっての考え方

１．認定プログラムの構成

(３)未達の項目があるプログラム
『今後、より地域を豊かにする可能性』が高いと期待で
きるもの

(１)基準を満たしたものを、全て認定する。
①ひょうごフィールドパビリオンの展開趣旨にふさわしいか

ア）各地域に根差したストーリーや稀少性、独自性など
イ）地域や社会の諸課題を解決し、未来志向型の成果を探求

ウ）事業の継続性や地域の持続可能性

②プログラムのブラッシュアップや周辺他プログラムとの連携

③社会通念上、懸念があるか。

(２)基準を満たしたものを、プレミアとして選定
『各地域の風土・文化との親和性』や『事業の持続可能
性』から地域の核となるもの

２．認定外・対話を継続して再チャレンジ可能

① プレイヤー自身が発信することも重要視しているため、意欲があるものを幅広く
認定。
⚫ 意欲が有る限り、県が伴走型で支援を行うことが基本姿勢。
⚫ 認定基準に未達の項目は、原則、磨き上げで対応。足りていない基準として、認定通知で明記。

② 支援の内容が定まらないもののみ、認定を見送る。
③ プログラムの継続や県と協力した取組が困難になった場合には、認定を取消す可

能性あり。



第七次認定のプログラム概要

認定：15件（合計243件） 認定を見送る
：3件

地域別件数 分野別件数

地域 件数(合計)

摂津 3(63)

播磨 6(93)

但馬 -(39)

丹波 4(27)

淡路 2(21)

分野 件数(合計)

震災復興 -(6)

自然・環境 5(63)

農林水産 -(31)

食 1(24)

経済・地場産業 3(57)

文化・芸術 6(62)

第七次認定対象プログラム：
令和６年５月～令和６年８月までに応募のあったプログラムのうち、
辞退した１件を除く20件が対象

【第七次認定プログラム】

※既認定プログラムのうち、２件が認定を辞退
※応募プログラムのうち、 ４プログラムを２プログラムに統合

⚫ 地域に根ざしたストー
リー等がない

⚫ SDGsの学びがない



（１）認定プログラム候補（抜粋）



温故知新を肌で感じる神戸茅葺きツアー（神戸市）

概要：神戸市北区周辺に存在する伝統的な茅葺きの建物に加え、株式会社くさかんむりが手がけた現代的な茅葺きツアーを実
施。茅葺きの成り立ちや材料など日本の里山文化を伝えるための解説を受けることができる。

実施主体：KOBE NOURISM

認定プログラム案（抜粋）

【発信できるテーマ性】
• 神戸市北区に多く点在する約800棟もの茅葺き屋根の家屋。群集した地域は観光地化されてきているが、

ここでは今も活用されている生きた茅葺き家屋が多くあり、神戸の里山風景を構成している。その中心で、
伝統的な茅葺きの修復から、現代的な茅葺きへの挑戦を続けている茅葺き職人集団『くさかんむり』。

• 茅は、茅場の管理にはじまり、茅葺き屋根の活用を経て、田畑の肥料としても活用されなど、生物多様性
や里山の保全に繋がる。欧州では、新築の建物にも茅葺き屋根が使われるなど、環境対策のアイコンに。

• 本プログラムは、神戸農村地域で里山体験などの事業者連携から地域活性化を目指すKOBE NOURISMが、
神戸北区周辺で、伝統的な茅葺きの建物や現代的な茅葺きのツアーを実施するもの。茅葺きがもつ新たな
魅力を再発見してみては。

文化・芸術

▲農村風景に溶け込む ▲拠点の一つ・成道寺▲下谷上農村歌舞伎舞台 ▲高層建築物と農村
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丹波発：林業の6次産業化体験ツアー（丹波市）

概要：間伐作業を行う現場や製材工場を見学するとともに、林業の実際の作業を自らの手で体験。また、兵庫県産木材100%で
建てた一棟貸しの宿「ウッドヴィラ 心楽 -SHIGURA-」での宿泊とサウナも可能。

実施主体：株式会社フォレスト・ドア

認定プログラム案（抜粋）

【発信できるテーマ性】
• これまで森林資源は、人の手により、長期的に保護・保全され、維持されてきた。林業の担い手不足など

で野放しにされた森林は、災害を引き起こす可能性を高め、山林の価値も下げる。持続可能で災害に強い
地域社会を実現するためにも、地域の森林資源を長期的に保護し、持続可能な形で活用する『山林が利益
を生み出す仕組み』を構築することが求められている。

• フォレスト・ドアは、過疎地域に認定された青垣地区で、廃校した小学校を活用した『森の情報発信基
地』。林業を新たなスタートアップビジネスと捉え、林業や森林保護などの情報発信などを通じて、自然
環境と地域経済の両面で好循環を生み出す地域デザインの構築を目指す。

• 本プログラムでは、林業の現場、製材工場の見学や林業のセミナー、木のおもちゃミュージアムでの遊び
の他に、県産材100％のヴィラやサウナ等を通じて、林業の６次産業化を体現するもの。

自然環境

▲情報発信ブース ▲コワーキングスペース ▲ヴィラとサウナ▲ショップ
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姫路市地場産業に触れてみる～マッチを通じて火に親しむ1日～（姫路市）

概要：マッチ生産過程見学、マッチの里ミュージアム見学、オリジナルマッチ制作
実施主体：株式会社日東社

認定プログラム案（抜粋）

【発信できるテーマ性】
• 火を容易に活用するため1855年に安全マッチが発明され、1875年に日本でも生産されるようになった。明

治・大正時代には、世界３大マッチ生産国の一角にまで。その中心地は交易の盛んな神戸である。ライ
ターやチャッカマンの登場、喫煙者の減少等でマッチを取り巻く環境は厳しくなり、現在、一貫生産する
のは２社のみとなり、日東社がその１社である。

• 近年、火を適切に扱えない子どもが増えているという。災害時等、電気が通じない時に、灯りを点すのに
活用されるのがマッチ役割の一つでもある。

• 本プログラムでは、そのようなマッチの生産工程を見学し、オリジナルマッチを制作するとともに、マッ
チの歴史と日東社が地域で果たしてきた役割を学ぶことができる。

経済・地場産業

▲マッチの棒部分 ▲マッチ箱の制作 ▲マッチの里ミュージアム）▲頭薬の乾燥
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第七次認定プログラム（事務局案） 一覧：15件
プログラムの名称 実施主体 地域

＜摂津＞

1 温故知新を肌で感じる神戸茅葺きツアー KOBE NOURISM 神戸市

2 神戸新開地体験ツアー
NPO法人新開地まちづくりエヌピー
オー

神戸市

3
「猪名川流域の母なる地を実感し、みんなで維持していくプ
ロジェクト」

大島小学校区まちづくり協議会 猪名川町

＜播磨＞

4
森林のBGMを聴きながら（聴覚）、松を作り（触覚）、松
を飾り（視覚）松を香り（嗅覚）、松を食す（味覚）、世界
唯一の『松の五感盆栽体験教室』

亀次郎商店 高砂市

5 播磨の豪農の館から学ぶ家と生活と気配り コヤノ美術館 西脇市

６ 「日本のへそ」を歩き、地球と宇宙に親しむ (公財)西脇市文化・スポーツ振興財団 西脇市

７
姫路市地場産業に触れてみる
～マッチを通じて火に親しむ1日～

株式会社日東社 姫路市

８
童謡「赤とんぼ」の情景復活を目指す各種実験の観察や作業
体験

NPO法人たつの・赤トンボを増やそう
会

たつの市

９ しそう森林セラピー （公財）しそう森林王国観光協会 宍粟市 8
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＜丹波＞

10
丹波篠山クラフトヴィレッジ「丹波篠山のものづくりの想いを体
験する」

丹波篠山クラフトヴィレッジ 丹波篠山市

11 織田信長ゆかりの地、柏原藩の武家の町で時代を体感 観光まちづくりの会 丹波市

12
～Chef’s Table～ フレンチシェフと楽しむ特別な時間
里山丹波のオーベルジュで楽しむ丹波の食まるごと体験

里山ホテルかねのね丹波 丹波市

13 丹波発：林業の6次産業化体験ツアー 株式会社フォレスト・ドア 丹波市

＜淡路＞

14
里山基地で自然を満喫しよう～めいっぱい遊んだ後は、うずしお
温泉でリフレッシュ～

伊加利源泉マルシェ実行委員会 南あわじ市

15
発酵が生み出す天然藍染め体験—はじまりの島でつくる、あなた
だけのオリジナルブルー

おのころ藍 / 
AWAJI藍LAND project

淡路市

第七次認定プログラム 一覧：15件
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